
中 学 校 ヲ

平 成10年 度

教 育 研 究 員 研 究 報 告 書

外国語(英 語)

東 京 都 教 育 委 員 会



平成10年 度

教 育 研 究 員 名 簿(外 国 語)

分科会名 区 市 町 村 名 学 校 名 氏 名

第
1
学
年
分
科
会

目 黒 区

大 田 区

北 区

青 梅 市

東 山 中 学 校

大 森 第 四 中学 校

十 条 中 学 校

第 七 中 学 校

湯 浅 雅 人

渡 邊 一 史

柳 歓 子

江 藤 誠

第
2
学
年
分
科
会

中 野 区

杉 並 区

八 王 子 市

東久留米市

第 二 中 学 校

杉 森 中 学 校

宮 上 中 学 校

南 中 学 校

栗 山 順

会 田 均

阿 部 伊 知 郎

近 藤 江 美

第
3
学
年
分
科
会

江 東 区

板 橋 区

足 立 区

三 鷹 市

町 田 市

東 陽 中 学 校

赤 塚 第 一 中学 校

第 十 一 中 学 校

第 三 中 学 校

金 井 中 学 校

山 本 修

O小 野 寺 史 好

◎山 田 順 一 郎

佐 々木 勝

口長 澤 利 尚

◎ 世話人O副 世話人 口 記録

担当 教育庁指導部主任指導主事 中 村 馨



研 究 主 題"

生徒が のびのぴ と意欲的 にコ ミュニケー シ ョン活動 に取 り組 む指導 の工 夫

I

I

皿

研究主題及び主題設定の理由

目 次

観点 につ いて

第1学 年分科会

研究 のね らい

具体的工夫点

例

授業 の考察

第2学 年分科会

研究 のね らい

具体的工夫点

例

授業 の考察

第3学 年分科会

研究 のね らい

具体的工夫点

例

題

研 究 構 想 図

生 徒 の 実 態

研 究 内 容

1

2

3事

4

5

1

2

3事

4

5

1

2

3事

4

5課

工 夫 ・成 果 ・課 題

工 夫 ・成 果 ・課 題

授業 の考察 ・成果

V研 究の まとめ ・今後 の課題

り
4

0
0

4

民
U

5

6■

4
U

6

7
-

Q
σ

0

1
1

～

1

1

0
0

。

.

○

2

2

3

5

6

7

8

8

9

2

3

3

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

～

"

14

～20

一1一



研 究 主 題

生徒が のびのび と意欲的に コミュニケー シ ョン活動 に取 り組 む指導の工夫

1主 題設定の理由

1研 究 開始 までの問題意識

・ これか らの社会の変化 に主体的 に対応 し、 自 らが意欲的 に学習 を進 めていけ る生徒 を育

成 す るに は、 どのよ うな授 業を工夫 して いけば よいのか。

・AETと の授業 な ど、実際の場面 の中での実践 的 な英語 の運用能力 を高 めてい くには ど

うす ればよ いのか。

受験 などの現実的 な問題 と、 その一 方で社 会で今求 め られて いる英語で積極的 に コ ミュ

ニケー ションを図 ろ うとす る態度 の育成 との関係 を ど う考えて いけば よいのか
。

生徒が楽 しく、学ぶ喜 びを味 わえ る授業 を どう作 って いけばよ いのか。

外国の言語や異文化 に対す る理解 や関心 が、生徒 の意欲 的な英語学 習 につ なが るので は

ないか。

。 易 しい基本的 な力を身 につ けさせ る ことが
、生徒 の意欲 的な態度 を引 き出 して い くので

はな いか。

2目 指 して い く方向

・ 生徒 の、 自分 の ことを相手 に伝 え たい、 また相手 の ことを知 りたい とい う気持 ちを大 切

に してい く。

形式 的な練習 ではな く、生徒 が 自分の表現 した いことを表現 しよ うとす る意欲 を大切 に

して い く。

・ 細か い文法上 の誤 りはあま り問題 にせず、生徒 の伝 え よ うとす る意欲 を大切に してい く。

一文一文の完壁 な理解 を求 め るので はな く
、概要 や要点 を理解 しよ うとす る姿勢 を大切

に して い く。

・ 楽 しい雰囲気を作 り、 どの生徒 も授業中 に認 め られ る雰 囲気 を大切 に して い く。

3主 題 設定の理 由

実践 的 コ ミュニケー シ ョン能 力(特 に表現の能力)が 必要 であ ると言 われてい るが、そ う

い う能力 を高め るため には、何 よ りも実 際 に英 語 を使用す る機会 を増やす ことが必要であ る。

その際、単 な る機械 的な練 習の繰 り返 しだけでは本当の力を付 ける ことにはな らない。 あ く

まで も自分 が伝 えたい こと、相手 について知 りた いことを伝え合 うことが大切 であ る。

その ためには、生徒 が必要以上 に間違 いを恐 れた り、 自分を抑え た りしないです むよ うに

しなけれ ばな らな い。 また、お互 いを受 け入 れ合 う暖かな雰 囲気 もなければ な らない。 っま

り・「のびのび」 と した状態 で学 習に取 り組 む ことが大切で ある と考 えた。

この ことを踏 まえて仮説を立て、学年 に応 じた指導 の工夫 がで きるように各学年 ごとに分

科 会を作 り、研究 を行 った。
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皿 研究構想図

生徒 ・授業の実態 学 年 の進行 に従 って、「英語が好 き」「英語 の授業 が面 白い」 という生徒 の数が

減 って いる。

目標 とする生徒像
一 人一人 がお互 いの個性 を認 め合 い

、 自分 の使 える英語 でのびのび とコ ミュニ

ケー シ ョンで きる生徒。

研 究 主 題 生徒 が、 のびのび と意欲的 にコ ミュニケーシ ョン活動 に取 り組 むための指導の

工夫

仮 説 身近 な題材 を用 い、評 価の工夫を しなが ら、気軽 に コ ミュニケー シ ョンで きる

場面 を継続 的に作 ってい けば、生徒が のびの びと意欲的 に コ ミュニケー シ ョン

活動 に取 り組 むであ ろう。

研 究 の 視 点

題 材 活 動 の 場 評 価

生 徒個々 の興味 ・関心 に差が あ

るので、様 々な ものに触れ るよ

うにす る。

学校生 活 ・スポーッ

芸能 ・環境 問題な ど

個人、 ペア、 グルー プな どいろ

いろな形態 を使 いなが らあ らゆ

る 「機会」 「時間 」 を使 って、

継続的 に活動の場を作 ってい く。

生徒の活動の励みになるように、

評価の方法を工夫する。

研 究 授 業

第1学 年 第2学 年 第3学 年

・ 生徒 が自分 の立場 で発言 で

きる場面 を増 やす。

・ 大事 なポイ ン トが わか る。

・ 達成感を もてるようにする。

・ テ ンポよ く授業 を進 める。

・ 生 徒 の良 い点 を見 つけ、励

ます姿勢で臨 む。

・ 他人や社会の出来事に興味

を もたせる。

・ 自分の体験や考えを表現で

きるように支援する。

・ 既習の言語材料を積極的に

使わせてい く。

・ 授業 の中に明 るい雰囲気を

作 ってい く。

・ 生徒 の情意面 の評 価を積極

的に生 か してい く。

・ 内容 に関 す る関心 を高め る

ために、 トップ ダウ ン方式 を

取 り入 れる。
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皿 生徒の実態

主 題 設 定 の 後 、 研 究 の ガ イ ドライ ンとす る た め に、5月 末 か ら6月 始 め に か け て一 斉 に ア ン

ケ ー トを行 った 。 そ の 内 容 は 【1あ な た は 「英 語 」 が 好 き で す か。 そ の理 由 は。】 、【2あ な た

は 「今 の英 語 」 の授 業 が 好 きで す か 。 その 理 由 は。】 、【3今 の英 語 の授業 を改 善 す る と した ら、

ど う変 え て ほ しいで す か。】 とい う もの で あ る。 結 果 は以 下 の通 りで あ る。

〈対象:翻内中孕13校>

1あ なたは「英 語 」鰯 きですか。

(単 位 名:%)

1

10

80

6

40

20

9

ゐ
ソ

釜

《1主G理 由》 ア大好き◎イ好き

駈ア 大好き

'イ 好き

ウ あまり好きでは繍

・・エ きらい

1年%2年

8624.961

16848.6199

8023.1140

123.567

%

13.1

42.6

30.0

14.3

3年

50

211

221

97

%

8.6

36.4

38.2

16.8

全 体

197

578

441

176

%

14.2

4L5

3L7

12.6

2赫 趨 「今 の 英 語 の 授 業 」朔 きですか。
(単位 名:%)

1

10G
、・瀦 ・…

80・ ・/

60ff

40縁

2:

1年 楽しい おもしろい

話せるといい

2年 楽しい おもしろい

昇国に行きたい 饗殊がある

少しでも話ぜるようになった

概 灘 立つ

3年 外国に行きたい

舛屋人と交諺できる

知識の輻が広がる 役に宣つ

英譜で話せたら楽しい

テストの点炉いい

《2主 な理宙》 ア大好き。イ好き

1年 %2年 % 3年 % 全体 %

ロ ア大好き 85 24,663 13.5 31 5.4 179 12.9

國 イ好き 202 58.4180 38.7 218 37.7 600 43.2

ロ ウあ劫好きで臨 47 35.5 258 44.6 470 33.8

ロ エ きらい 12

11:li1器
12.3 71 12.3 140 10.1

1年 英詣で会譲できる

設やゲームで遊べる

2年 美語がしpぺれるようになる

AET雄 ぜる

ゲームが楽しい

籍 が鱒

3年 和やかなムードがよい

分かりやすい おもしろい

楽しい 英語が好き

ウあまり好きではない●エきらい

書くのがめんどう

覚えるのが難しい

難しい 覚えられない 苦手

書(こと・文法が苦手

発音ができない

わからなくなってきた

テストで苦労する 点が良くない

藷ぜない 難い・ 舞浄らな{i

髭えるの鰭 手

英会話はいいけど英語はいや

ウあま毎蜂きで捻電い・エきらい

難しい 苦手 めんどうくさい

分からない

おもしろくない 難しい

覚えることがたくさんある

龍 が赫

英語が好きじ◎ない

難しい できない つまらない

義科書だけじゃつまらない

「受験英語」は役に立たない

3今 の英話の授素を凄善するとしkら、どう麦えてほしいですbe《3主 な詑運》

1年 歌やゲームをしなPtら楽しく学びたい 英会話㊤綬業をAETの 授業を 英語のゼデオを 英話で文遁を 教科書をもっとi白く インターネ7トで舛国の生縫と交直を

2年 額やゲームをしながら楽しく学びたい 英会話の畏業をAETの 艮業を 炎語のビデオを 英語を書きたい 基覆駒tior受験ぽ田る練習肩題を インターネ,トで交漉を

3年 象やゲームをしながら楽しく?ifkい 炎会話の授業をAETの 擾案を 英語のビデオを 外国の文化を 入試(長文)・リスニング隅題を 文法の設明を テストを多く

以 上 の よ うな ア ンケ ー ト結 果 か ら生 徒 は コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 を通 して の び の び と楽 し く

授 業 に取 り組 む こ とを望 ん で い る。 特 に学 年 が低 い ほ ど その 傾 向 が 強 い。 反 対 に学 年 が 上が る

ほ ど英 語 に対 す る苦 手 意 識 を も ち、 英 語 に 興 味 を 失 い、 さ らに英 語 ぎ らいに な る生 徒 が増 え る。

ま た、3年 生 に な る と コ ミュニ ケ ー シ ョン活 動 よ り役 に立 た な い と感 じなが ら も受 験 を強 く意

識 した授 業 を望 む傾 向 が あ る こ と も否 定 で きな い事 実 で あ る。
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IV研 究内容

観 点 に つ い て

仮 説 『身 近 な題 材 を 用 い、 評 価 の 工 夫 を しなが ら、 気 軽 に コ ミュニ ケ ー シ ョ ンで き る場 面 を

継 続 的 に作 って い け ば、 生 徒 が の びの び と意 欲 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョン活動 に取 り組 む で あ ろ

う」 を受 け、 そ の仮 説 実 証 の た あ各 学 年 は ど の よ うな工 夫 を した らよ い の か と考 え た と き、 以

下 の三 っ の観 点 か ら研 究 主 題 に迫 る こ と と した。

1題 材

生 徒 に と っ て身 近 な題 材 と は どの よ うな もの だ ろ うか 。 学 校 生 活 ・芸 能 ・ス ポー ッ ・環境 、

社 会 問 題 等 様 々 な ものが 考 え られ る。 当 然 、学 年 が上 が れ ば知 的 レベ ル が 上 が る だ ろ う し、

また 、 生徒 個 々 の興 味 ・関 心 に も違 い が あ るの で 、 あ らゆ る もの に触 れ る必 要 が あ る。 大 切

な こ と は、 生 徒 同 士 が 意 見 や考 え を交 換 した くな る よ う な題 材 だ と い う こ とで あ る。

2活 動 の場

授 業 の 中 で 、 気軽 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョンで き る場 面 を いか に継 続 的 に作 って い く こ とが で

き るか が ポ イ ン トで あ る。 そ れ は、 基 本 的 な パ ター ンを体 で お ぼ え て しま うよ うな もの か ら、

あ る程 度 の 自己表 現 が で き る もの まで 、 幅 広 く考 え て い か な くて はな らな い。 そ の た め に 、

個 人 ・ペ ア ・グル ー プな ど い ろ い ろ な形 態 を使 い、 ス ピー チ ・スキ ッ ト・ゲー ム ・デ ィス カ ッ

シ ョンな ど あ らゆ る言 語 活 動 の機 会 や 時 間 を与 え て い く こ と と した。

3評 価

評 価 と い う と、 教 師 に よ る評 価 ・生 徒 同 士 に よ る相 互 評 価 ・生 徒 個 人 に よ る 自 己評 価 に大

き く分 け られ る。 どの評 価 も教 育 活 動 を 行 う上 で 欠 か せ な い もの で あ るが 、 共 通 して い る こ

と は、 生 徒 の今 後 の意 欲 に つ な が る評 価 で あ るべ きだ と い う こ とで あ る。

今 回 の研 究 で は、 そ の 中 で主 に教 師 に よ るそ の場 で の評 価 を考 え た。 例 え ば 、 の び の び と

した意 欲 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの た め に は文 法 的 な細 か い ミス に は あ ま り こだ わ らず 、 意

欲 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョンを しよ う と した態 度 を 認 め る な ど、 良 い と こ ろを 見 っ け ほ め る こ

とが大 切 で あ る。 生 徒 一 人 一 人 の活 動 を 見 っ め 、 認 め、 励 ま して い く評 価 を工 夫 した。
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第1学 年分科会

1研 究 の ね ら い

(1)生 徒 が 自分の立場 で発言で きる機会 を増 やす

自分 の意見や考えを英語で表す、 いわゆる生徒 の自己表現 を促 す ことの重 要性 はわか っ

て いなが ら、即 習事項 や ボキ ャブ ラ リーの少 なさか ら、 かな りその活動 は制限 されて しま

う。 しか しその中で も毎時 の授業で、少 しで も自分 の立場 での発言 を させ る。 例え ば教科

書 の本文を扱 うところで も、登場人物 を自分 に置 き換 え、所属 クラブや好 きな もの、見 て

い るテ レビ番組 な どを言わせ た りして、 自分 の ことを話 す機会 を作 ることはで きる。生徒

の身近 な話題で 自主的 に意見 の交換 を したい とい う意欲 をか き立 て るようにす る。

(2)全 て を 理 解 で きな くて も、 大 事 な ポ イ ン トが わか る よ うに す る

一 文一 文 を 完 壁 に理 解 しよ うとす る こ とは
、 言 語 学 習 の 際 に時 に は弊 害 と な る こ と もあ

る。 リスニ ングや 読解 にお いて も、 全 体 の概 要 や要 点 を 理解 す る と い うこ との 大 切 さ もあ

る(ト ップ ダ ウ ン方式)。 そ うす る こ と に よ り、生 徒 が 安 心 して 参 加 で き る よ うな 雰 囲 気

を作 って い く。

(3)生 徒 が 達 成感 を もて る よ うにす る

学 年 、 ク ラ ス に は い ろ い ろな 生 徒 が い る。 暗 記 が 得 意 、 読 む の が 得 意 、 自分 を 表 現 す る

の が得 意 等 様 々 で あ る。 個 人 差 は もち ろ ん あ る が、 そ の一 人 一 人 が 達 成 感 を もて る もの で

な くて はな らな い。 日頃 ほ とん ど し ゃべ らな い お とな しい生 徒 が 、 「ス キ ッ トの1文 を 覚

え て発 表 で きた」 「簡 単 な 単語 が言 え た 」 な ど生 徒 各 自が 自分 で 達 成 感 を 感 じる こ と の で

き る、 活 躍 で き る場 を 作 る よ うに工 夫 す る。

(4)テ ンポ よ く授 業 を進 め る よ うにす る

1年 生 は まだ学 習 す る文 法 事 項 も少 な く、 頭 で覚 え る とい うよ り体 で慣 れ 楽 しみ なが ら

学 ん で い く方 が適 して い る。 オ ー ラル の授 業 を主 体 と して リズ ミカル に テ ンポ よ く授 業 を

進 め、 楽 しみ な が ら多 くの練 習 量 を こ な し、 活 気 あ る授 業 づ く りを行 う。 指 名 の 仕 方 も工

夫 す る。

㈲ 生 徒 の良 い点 を見 っ け 、 励 ます 姿 勢 で 臨 む

音 読 、 単 語 ・アル フ ァ ベ ッ トの 発 音 、 誰 にで も必 ず 良 い と ころ が あ る。 常 に生 徒 一 人 一

人 の良 い と こ ろを 見 つ け 出 し、励 ます 姿 勢 で 授 業 に臨 み、 同時 に生 徒 が友 達 の 発 言 、 活 動

を互 い に認 め あ うよ うに 促 し、 全 体 が 肯 定 的 に接 しあ う こ とを習 慣 づ け、 生 徒 が 安 心 して

発 言 、 活 動 で き る雰 囲 気 を 作 る。
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2具 体 的工夫点

(1)授 業 の導入 を工夫す る

英語 の歌、生徒 が興味を もてるよ うな身近 な話題 についての簡単 な会話、簡単 なゲー ム

な ど、生徒 が楽 しく参加で きるよ うな活動 か らス ター トし、明 る く楽 しく積極的 に授業 に

参加 しよ うとす る雰 囲気 を作 って い く。

② リズ ム を取 り入 れ る

リズ ム ボ ッ ク ス等 を使 って リズ ムパ タ ー ンを作 成 し、 単 語 や文 の発 音 練 習 を リズ ム に乗

せ て 行 う工 夫 を す る。 リズ ミカル に発 声 す る こ とで 、 楽 しみ な が らい つ の 間 にか 多 くの練

習 量 を こなせ る よ うに す る。

(3>ゲ ー ムを 使 う

ゲ ー ムを 通 じて、 楽 し く コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 を 行 え るよ う工 夫 す る。 生 徒 が 気 楽 に

また 、 積 極 的 に参 加 で きる よ う、 ゲ ー ム は シ ンプル で 分 か りやす い もの を使 って い く。

ゲ ー ムの 内 容 を シ ンプ ル に す る こ とに よ り、 どの生 徒 もの び の び と参 加 で き、 英 語 の得

意 ・不 得 意 にか か わ らず ゲ ー ム の勝 者 に な れ る可 能 性 を もたせ る。 ゲ ー ムの勝 者 に は、 黒

板 に名 前 を 書 き出 す ・簡 単 な賞 状 を与 え るな どの評 価 を 行 い、 や る気 を もた せ るよ う に工

夫 す る。

(4)ス キ ッ トを使 い、 教 科 書 の 内容 を 自分 た ち の立 場 に 置 き換 え る

教 科 書 の 本 文 を学 習 す る に あ た り、 た だ理 解 ・暗記 す るだ けで な く、 単 語 や文 の一 部 を

自分 の立 場 に即 した 内 容 に置 き換 えて ス キ ッ ト化 し、 発 表 させ る。 自分 の立 場 で の 内容 に

置 き換 え る こ とに よ って 、 自 己表 現 にっ な げ て い く こ と もで き、 聞 いて い る生 徒 た ち も興

味 を も って 聞 く こ とが で き る よ うに な る。

⑤ のびのびと活動 で きるよ うな集 団の雰囲気 を作 る

ゲームや会話 ・スキ ッ トの発表 な どで生徒が表現活動 を行 う際、 聞 いて いる側 も肯定的

に受 け止 め、励 ま しの姿勢 で臨み、評 価す るよ うに指導 し、生徒 が安心 しての びの び と表

現で きるよ うな集団 の雰囲気 を作 る。
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3事

(1)

(2)

(3)

例

単 元 名:NEWCROWNENGLISHSERIES1(三 省 堂)

Lesson5DoYouLikeFestivals?

教 材 観:題 材 につ い て

① 日本 の伝 統 行 事 で あ る祭 りを通 して 、 日本 の文 化 の理 解 を深 め る。

② 中 国 の祭 りや 音楽 を通 して 、 中 国 文 化 を知 る き っか け とす る。

③ 祭 りや 音 楽 を通 して 、 日本 と中 国 の 文 化 につ いて考 え る き っか け とす る。

言 語 材 料 に っ い て

① 人 称 代 名 詞he、she、 指 示 形 容 詞 、 疑 問 詞whoの 基 本 的 な 用 法 を ま とめ

る。

② 複 数 形 の 基 本 的 な用 法 を ま とめ る。

③Howmany～?が 含 まれ た 文 を 使 っ た コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 に 取 り組

ませ る。

指 導 計 画:第1時:本 課 全 体 の要 点 、 新 出単 語 の把 握 、説 明。

第2時:Section1の 内容理 解 。

人 称 代 名 詞he、sheを 使 った練 習 問 題 。

第3時:Section2の 内容 理 解 。

疑 問 詞whoと 人 称 代 名 詞 を 使 っ た言 語 活 動 。

本

(4>本 時 の指 導 目標:①

②

③

㈲ 研 究主 題 ・仮 説 との 関 連

① 生 徒 に と って 身近 な題 材(ハ ンバ ー ガ ー シ ョ ップで の買 い物)の 英 文 を用 い て 、HQW

many～?の 文 と複 数 形 の 用 法 の理 解 ・定 着 を図 る。

② 自分 か ら英 語 を使 って相 手 に話 しか け 、 内容 を伝 え よ う とす る努 力 を評価 し、そ して 、

伝 え られ た と い う成 就 感 が、 さ らに英 語 学 習 へ の 意 欲 につ なが る よ うに指 導 す る。

(6)本 時 の指 導 計 画

時 第4時.Section3の 内容 理解 。

複 数 形 の確 認 。

Howmany～?の 文 を使 った 言語 活 動 。

第5時Lessonの ま とめ。

ListeningCheck

Section3の 内 容 理 解 。

複 数 形 の基 本 的 な用 法 の確 認 。

Howmany～?の 文 の確 認。

指 導 過 程 教 師 の 指 〕 生徒 の活動 指導上の留意点

導階 「
Nlて いく.

単語を2回 ずっ読み上げる.障 語を聞 き取 りチ到

Bi"goし 姓 徒をチエックし1ツ クする・

____一____ユ_____

単語を しっか りと聴

1き 取 らせ る。

1
____」L
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一

教科書本文の内 Section3の 内容 をOHPを スク リー ンを見 なが Lesson全 体 の 説 明

容理解 使 って説明す る。 ら説 明を しっか りと聴 を受けて、生徒に質問

く 。 を しなが ら説 明を し、

より深い理解 をさせる。

TorF 文を2回 ずっ読 む。 英文を しっかりと聴

展 い て ワ ー ク シ ー トに書

き込 む。

指名 して解答の確認をする。 解答 のチ ェ ックをす 生徒の理解度を確認

本文 の リスニ ン

グ

本文をCDで 聴 く。 る 。 し補足 する。

新出単語の確認 新出単語の発音 ・意味の確認。 大 きな声 で発声 し、 しっか りと声 を出 し

意味の確認をする。 て いるかど うか。

本文の音読 本文の音読 教師のあとについて、

開
教科書を見なが ら読む。

教科書を見ないで読む。

大 きな声 で読 む。

パ ー ト別 に分か れて読 む。

① 本文の読みのぺ 隣 り同士でパ ー トを決 めて見 ペアで大 きな声で練 しっか りと取 り組 ん

ア練習 な いで言え るように指示を出す。 習 す る。 で いるか どうか。

名前や、持ち物などを自分に 相手 と協力 して練習

置きかえて練習す るように指示 に取 り組 む。

を出す。

何組かに発表させる。 大 きな声で発表する。

複数形、 プ リン トの配布。 進め方の説明を しっ

Howmany～? 単語、表現の読みの練習。 読み方の確認。 か りとしてか ら取 り組

展
の用法の確認 進あ方の説明。 ま せ る。

進め方
・ 各班 に買 い物 リス トと売 り物 リス トを配 布す る。

英語を使 って進あて

各班で定員になる生徒一人 と、買 い物 に行 く順番を
いるか どうか確認す る。

決 ある。

開
・ 最初の生徒が買 い物 を して戻 って きた ら、次の生徒

が買 い物 に行 き、すべ て買 い終 えた ら終 了。

② ・ 客が英語 を使 わなか った ら、店員 は売 らな くてよい、

また店員が英語を使わなかったら、客は好 きなものを

も らえ る 。

ま
最終確認 Q&Aで 最終的に確認する。 よ く聴 いて ワ ー ク シー

トに書 き込 む。

と 文型 につ いて の確認 をす る。

本文を読んで もう一度確認す 内容を確認 しなが ら
め

る 。 読 む。

(7)評 価

① 複 数 形 の基 本 的 な 用 法 が 理 解 で き たか 。

②Howmany～?を 使 って、 自分 の こ とを 表 現 した り、

よ う と して い た か。

③ 自分 か ら積 極 的 に 話 そ うと して い たか 。

相 手 の 言 って い る こ とを 理 解 し
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ハ ン バ ー ガ ー シ ョ ッ プ で お 買 い も の

班員み んなでパーティー をす ることにな りま した。班で協力 して リス トに したが って、必要 な もの を買い出 しに

い きま しょ う。一番 早く買い終えた班が勝ちです。

今 日の表現

Clerk(店 員)

Customer(客)

Clerk(店 員)
り

Customer(客)

Clerk(店 員)

Customer(客)

Clerk(店 員)

Canlhe璽Pyou?

Yes.Hamburgers,please.

Howmanyhamburgers?

Sorry.Wehavenohamburgers.

Two,Andoneapplepie,too,

0.K,HereyOuare.

Thanks.Bye-bye.

Thankyouverymuch.

(店 にあ る時 〉

(店 に ない 時)

please・

Vocabu1ary

onehamburger/twohambuτgers

oneapPlepie/twoapPlepies

onecheeseburger/twocheeseburgers

onefishburger/しw。nshburgers

onemHkshake/twom1lkshakes

oneFre轟ch{ry/twoFrenchfries

OneCOIa/twOCOIaS

onespicychicken/しwospicychickens

oneho血epack/twohomepacks

買い 物 リス ト

YQuneedtobuy

the8ething3.

2hamburg6=s

laPP匿epie

4spicychickens

3co妻 塾s

lmilkshake

2homepacks

発 り物 リス ト

Youcansek韮

thesethings.

5ha鵬bu【getS

5applepieg

5f董shbUfger9

5coias

5milksh日kes

5homepacks

4授 業 の考 察

ア 英 語 の授 業 に の れ る よ う に、 授 業 の 最 初 に ビ ン ゴを取 り入 れ て い る。 生 徒 の 反 応 は よ く

これ か ら英 語 の 授 業 を始 め る と い う、 気 持 ち の切 り替 え に つ な が って い る。

イ 教 科 書 の 本 文 を 、 ペ アで 練 習 して か っ 自分 の立 場 に 置 きか え る こ とで 、 生 徒 は た だ暗 記

す るだ けで は な く、 自分 か ら進 ん で身 近 な英 語 を使 って い る と い う実 感 に つ な が る。

ま た二 人 で 進 め る こ とで 、 お 互 い に助 け合 う こ とが で きて 、 一 人 で は学 習 を進 め る こ と

が 難 しい場 合 で も、 「自分 に もで きた」 とい う達 成 感 が もて る。

ウ ペ ア で の発 表 の 時 に、 生 徒 同 士 が よ く聴 いて 相 手 の良 い と こ ろを 見 っ け る と い う点 が 、

生 徒 に はよ い動 機 づ け に な った。

教 師 も、 そ の 都 度 評 価 を与 え るよ うに努 め た が 、 ただ ほめ る だ けで は な く、 も う少 し具

体 的 に良 い点 を評 価 した方 が生 徒 の 意欲 に は結 び っ くと感 じた。

エ 言 語 活 動 で は ゲ ー ム性 を取 り入 れ た こ とで 、 生 徒 は意 欲 的 に よ く取 り組 ん で い た。 継 続

して い け ば、 意 欲 の低 い生 徒 や 、 理 解 の遅 い生 徒 で もそ の雰 囲 気 にな じん で 活 動 で きる よ

うに な る と感 じた。
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5工 夫 ・成 果 ・課 題

(1>工 夫 ・成 果

・生 徒 が 自分 の 立 場 で 発 言 で きる機 会 を増 や す こ とに よ り、 生 徒 が 自 己表 現 しよ う とす る

き っか け にす る こ とが で きた。 ま た、 自分 自身 の状況 に即 した 内容 を表現 す る ことに よ っ

て 、 よ り深 い理 解 につ な げ る こ とが で き、 定 着 度 も高 め る こ とが で き た。

・全 て が 理 解 で き な くて も大 事 な ポ イ ン トが わ か れ ば よ い と い う意 識 を育 て る こ とに よ っ

て 、生 徒 が 安心 して の び の び と授 業 に参 加 で き る雰 囲気 を 作 る こ とが で き た。

・生 徒が達 成感を もて るよ う工夫 す ることによ り、それぞれの生徒が 自分 の能力 を生 か し

て活 躍す る場を作 る ことがで き、生徒 が積極 的 に楽 しんで授業 に参加 しよ うとい う気持

ちを作 って い くことがで きた。

・テ ンポ よ く授 業 を す す め る こ とに よ って、 生 徒 が楽 しみ な が ら活 動 で き、 積 極 的 に授 業

に参 加 す る雰 囲 気 を作 り出す こ とが で きた。 ま た 、 楽 し く活 動 して い る うち に 自然 と多

くの練 習 を 行 うよ うに な り、1年 生 の段 階 で は大 切 な 「か らだ で 覚 え る」 とい う 目標 を

あ る程 度達 成 す る こ とが で きた。

・生 徒 の 良 い点 を 見 っ け励 ま しの姿 勢 で 臨 む こ と に よ り、一 人 一 人 の生 徒 が 安 心 して の び

の び と活 動 で き る雰 囲 気 を作 る こ とが で きた。

(2)課 題

・オ ー ラル を 中心 と して 、 テ ンポ よ く授 業 を進 め て い くた め に は、 英 語 で授 業 を進 め て い

く指 導 者 の英 語 力 と と もに、 生 徒 の反 応 を見 て授 業 の テ ンポ を作 って い く柔 軟 な授 業 作

りな ど、 指導 者 の 力 量 が 要 求 さ れ る。 そ の た あ に、 常 に指 導 者 と して の研 鑛 を積 ん で い

く努 力 が必 要 で あ る。

・生 徒 が安 心 して 活 動 す る に は、 教 師 が励 ま しの姿 勢 で 臨 む と同 時 に、 暖 か い雰 囲 気 の学

習 集 団 を作 って い くこ とが 重 要 で あ る。 そ の た あ に は、 常 に 生 徒 理 解 に努 め、 よ り良 い

集 団 を作 って い く必 要 が あ る。

・1年 の段 階 で行 った ス キ ッ ト作 りな ど を、 これ か ら2年 ・3年 と学 習 して い く中 で、 よ

り高 度 な表 現 活 動 へ 発展 させ て い く必 要 が あ る。
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第2学 年分科会

1研 究 の ね らい

第2学 年 分 科 会 で は、 研 究 の ね らい を3つ の柱 に ま とめ た。

(D他 の人や社会の出来事 に興味 を もたせ る

2年 生 とい う時期 は1年 生 の時 よ りも精神的 に ものの考 え方 に社会性 が出て くる時期で

あ る。従 って、教科書の内容 にっ いて も社会的 な事象 に少 しで も関連 させなが ら、 自分 の

身 の回 りで起 こ って いる事 に興味 を もたせなが ら指導 を展 開 させてい く。

例 えば、 教科書の中 に、環境問題 を扱 う場面が あ った ら、 その内容 を発 展 させて、 自分

達 の これか らの未来の環境 につ いて、 自分達 にで きることな どを、 問題 提起 して い く。

ただ単 に教科 書の内容理解 に終 わ らせ るのではな く、 その内容 を発展 させて い く指導 を

してい く。

又、他人 の意見等 に耳を傾 けさせ、 自分 の意見 との違 いに気 づかせなが らよ り社会的 な

ものの見方 がで きるよ うに指導 してい く。

(2)自 分 の体験 や考えを表現で きるよ うに支援 す る

2年 生 とい う成 長過 程の 中で 一番 目立 っ特性 は 自己主張 がで きることで ある。

これを、英語 でのびの びと表現 させて い く。教科書 で扱 うテーマにつ いて生徒達 の様 々

な実体験 を積極 的 に授業の 中で発表 させ てい く。 そ して、それ らの体験 を今度 は、 自分 の

意見 に発展 させて い くよ うな展開 を試 みる。 ペア ワー ク等 の練 習の中で、生徒達が、単 に

1つ の文型 だ けの練 習 にとどまるだけで な く、 自分 の実体験、 そ して、意見 に発展 して い

ける練 習の工夫を して い く。

(3)既 習 の言 語材 料 も積 極 的 に使 わ せ て い く

1年 生 と違 って 、2年 生 に な る と語 彙 力 ・文 法 力 ・表 現 力 が か な りつ い て くる。

授 業 の 中 で は、 タ ー ゲ ッ トセ ンテ ンス が そ の授 業 の 中心 にな りペ ア ワ ー クで も限 られ た

表現 に な りが ちで あ る。 これ を一 歩 進 ん で あ る テ ー マ に っ いて、 ター ゲ ッ トセ ンテ ンス は

もち ろ ん の こ とで あ るが 既 習 の表 現 を積 極 的 に使 わせ な が ら② の ね らい に近 づ けて い く指

導 を す る。 つ ま り、教 科 書 の内 容 や言 語 材 料 を発 展 さ せ た コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 の場 面

を作 って い く。

生 徒 は文 法 的 に正 しい英 語 を使 わ な い と な か な か 自分 か ら積 極 的 に は コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン活 動 に参 加 しな い が 、 自 由 な雰 囲 気 で 、 間 違 い を気 に せ ず に 自分 の 意 見 を 表 現 して い け

るよ う、 支 援 して い く。
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2具 体 的な工夫点

(1)ウ ォ ー ミ ング ア ップ は、 身 近 な題 材 を用 い る

考 え られ る もの … … 学 校 生 活 ・テ レビ番 組 ・マ ンガ ・音 楽 ・映 画等 ・ゲ ー ム等

社 会 問 題 ・教 師 と生 徒 のQandA、 生 徒 同士 のQandA

(2)

※ ゲ ー ム に っ いて は、 マ ンネ リ化 に な らな い よ うに バ リエ ー シ ョ ンを工 夫 して い く。

ペ ア ワー ク ・グル ー プ ワ ー ク

1っ の文 型 に と らわ れ ず 、既 習 の 文 型 等 を使 い なが ら自分 の意 見 等 が 発 表 で き る よ う

に指 導 、 助 言 す る。 相 手 の 内 容 につ いて 、 メ モ を と らせ る。

※ ワ ー ク シー トの工 夫

※ ど う して も、 分 か らな い単 語 が 出 て き た ら、 日本 語 の使 用 を認 め る。

※ 文 法 的 な ミス に気 を と られ な い よ うに 自由 に ス ピー チ で きる雰 囲 気 作 りを す る。

(3)オ ー ラル で の 授 業

生 徒 にで き るだ け英 語 を聞 か せ、 英 語 に慣 れ させ 、 少 しで も理 解 で き る喜 び を与 え る

よ うに支 援 す る。

※導 入 の部 分 で は、 身 近 な題 材 ・ピ クチ ャー カ ー ド等 を 用 い る。

(4)評 価 の工 夫

○ 教 師 に よ る評 価

コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 の 場 面 に既 習 の言 語 材 料 を使 いな が ら、 自分 の実 体 験 に基

づ い た意 見 を表 現 させ る こ と に重 点 を 置 い た。1年 時 の積 み重 ね を 生 か しなが ら、 そ

れ を実 際 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 にっ な げ て い く工 夫 を試 み る。

2年 時 と い う こ とで、 学 力 に差 が 出 て くるが 、 文 法 的 に ミスが あ っ た り、 単 語 が分

か らなか っ た り して も、 とに か く相 手 に伝 え る努 力 を評 価 して い く。

○ 相 互 評 価

ペ ア ワ ー ク ・グ ル ー プ ワー ク等 で生 徒 が 発 表 した もの につ い て は生 徒 同士 の 評 価 を

行 う。 そ の 評 価 を ま と め て、 発 表 した生 徒 達 に フ ィー ドバ ッ ク。
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3事 例

(1)単 元 名NEWCROWNENGLISHSERIES2(三 省 堂)

Lesson8"Ainu"

(2)本 時 の指 導 目標

・Section1の 音 読 ・内容 理 解 を通 し、 北 海道 が か っ て ア イ ヌ民 族 の 土 地 で あ っ た こ とを

知 る。

・動 名 詞 を使 った言 語 活 動

(3>研 究 主 題 と の関 連

ア 身 近 な題 材 にっ い てす す ん で コ ミュニ ケー シ ョ ン活 動 が 行 え る よ うに させ る。

イ グル ー プで の発 表 活 動 の場 を与 え、 自分 の考 え を伝 え 、相 手 の 話 を 聞 け る よ うに させ

る。

ウ 生 徒 の 発 言 、 発 表 に対 し、 適 時 、 プ ラ スの評 価 を与 え て い く。

工 相 互 評 価 を し、 自分 た ち の良 い点 や 悪 い点 に気 づ か せ る。

(4)本 時 の指 導 計 画

導

饗
層

 

り
Q

ご
ひ

ζ
U

需

ζ
U

只
り

入

展

・EnglishSong

"Edelwei
ss"

・Oral

Interaction

・基 本 的 な 動 名 詞 の

文 の 練 習

教 師 の 活 動

・本 文 の 内 容 を

picturecardsを

使 い理解 させ る。

。い くっか身近 な例

文を提示す る。

・ワーク シー トに記

入 させ る。

生 徒 の 活 動

・英語の歌 を聞 く。

。教 師の問 いに対 して

答 え る。

・例 文の口頭練 習

。簡単 な動名詞 の文を

書 く。

指導上の留意点

開 3

1

・CDリ スニ ンク

・新 出語句

・本文の音読

・な ごやかな雰 囲気

をっ くる。

・興味 を もってや り

とりを していたか。

'昆設 露鉱 ド襲瀧 嚢響i

ニ ン グ

・意味の確認

。CDを 聞 く
。

I
l・ 意 味を確 認す る・

●

o

・内容理解

・CDリ スニ ング

発音練習
・教師のあとについ

て2回縮 させ司

に 個人羅

1層

1'篇 名斐瑠1

を説明す る。

1

発 音を練 習す る。

・教 師のあ とにっ いて ,

2回 練 習す る。

・CDの あ とにっ いて

練習。

・音読発表

1・ 本 文 のCDを 聞 く。

・リズム、イントネー

シ ョンな どに気を

つ けて聞けたか。

・テ ンポよ く練 習す

る。

・1回1回 きちん と

取 り組んでいるか。

・意味を取 りなが ら、

聞 き取 れたか。
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2 ・T-Fテ ス ト ・本文 の内容 にっ い ● ワ ー ク シ ー トに 記 入

て確認す る。 す る 。

8 ・-ing(動 名 詞) ・例 を示す。 ・-ingを 使 っ た 文 を

を 使 っ た コ ミ ュ ニ ・机間指導 を行 う
。 書 く。

ケ ー シ ョ ン活 動 ・グループ内 で発表 す ・相互評 価 カー ドを

る 。 使い、班内で確認

2 ・"Whoisthis?" ・ワ ー ク シ ー トを カ ー ・だれ につ いての こと す る。

Game ドに して、読み上 か当て させ る。

げ る。

3 ・内容 のま とめ ・内容 にっいて簡単 ・関心 を もって聞 こ

ま に ま と あ る。 うとしてい るか。

と
5 ・文法 のま とめ ・文法 にっいて まと ・ノ ー トに ま と あ る 。 ・本時 の ポイ ン トが

ゐ6、板 書 す る。 っかめてい るか。

め 1 ・次時の指示

・あ い さ っ

(5)評 価 の 観 点

ア 本 文 の 内 容 を 理解 しなが ら、 「読 む こ と」 の 言 語 活 動 が で きた か。

イ 動 名 詞 を っ か い、 自分 の こと を、 簡 単 な表 現 で言 う こ とが で き たか 。

P・53WorkSheet2

瑠8謹 ㌫ 撫 翫lll611誕3、毎織lllで す慮 雛 綴1堀. .,
①111ke

牲..④」一 _
⑤

離
③1誌娠

3グ ループで嘉表して3よ う0

4亥 違oit衰tcっ"てA鱒cの どftbtCOを しよう
o

A… 燃 いB… よ"C… もうちtっと

2年2組 _-番 名 請
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4授 業の考察

ア 本 時 の授 業 は、 身 近 な話 題 、 題 材 を使 った コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 を 自的 と して い る。

継 続 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 を授 業 に取 り入 れて い く中 で、 意 欲 的 に取 り組 む 生 徒 、

自分 の こ とを 工 夫 し、 楽 し く表 現 で きる生 徒 が 見 られ、 教 師 の側 もや りが い を感 じる こ と

が で き た。

イ 題 材 につ いて は、 今 ま で に職 業 や、 前 課 の不 定 詞 の と ころ でliketodoの 形 の活 動 を行 っ

て い る ので 、 マ ンネ リ化 を しな い よ うに ア イ デ ィア を豊 か に して お か な け れ ば い けな い と

感 じさせ られ た。

ウ ま た 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 を 展 開 の 後 半 に 入 れ て い る が 、 そ れ ま で のPattern

Practiceを ど こに入 れ る か、 ど の よ うな練 習 を して い くか、 ス テ ップ を踏 ん で 、 基 本 的 な

ものか ら発 展 的 な もの にす す めて い きた い。

エ しか し、 意 欲 の低 い生 徒 や、 理 解 の遅 い生 徒 に と って は、 な か な か コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

活 動 ま で た ど りつ く こ とは厳 し く、 い い か げ ん に な った りす る こ と も少 な くな い。 興 味 の

あ りそ うな こと にっ い て例 を あ げ た り、 声 か け を し、1っ で もで きた ら、 ほめ るよ うに心

掛 け た。

オOrallnteractionで は、 簡 単 な英 語 で 内 容 を よ りわ か りや す く提 示 して い か な け れ ば な

らな い。

力 導 入 時 、(EnglishSong,Orallnteractionで)も っ と印 象 的 に ス ム ー ズ に 入 って い け る

よ う考 え た い。

キ ク ラス ル ー ム ・イ ン グ 琴ッ シュ の使 用 が少 な い の で、 も っ と多 用 す る よ う心 掛 け た い 。

ク 評 価 で は、 具 体 的 に良 い点 を取 りあ げ て、 生 徒 を ほめ る こ とに よ り、他 の 生 徒 に も意 識

づ け る こ とが で きた。

ケ 相 互 評 価 につ いて は、 継 続 的 に、 工 夫 を して お こな って い きた い。

コ 視 聴 覚 器 材 や 大 道 具 、 小 道 具 を で き るだ け使 って い きた い。

サ 今 後 も、 ね ば り強 く指 導 しなが ら、 意 欲 や興 味 を 喚起 し、 自己表 現 を して い く態 度 を育

て て い き た い。
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5工 夫 ・成 果 ・課 題

(1)工 夫

ア 身 近 な題 材 を用 い る

生 徒 の 生 活 に全 く関 係 の な い よ うな 出来 事 を取 り上 げ て も、楽 しい、 積 極 的 な コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ン活 動 に は な らな い。 や は り、 生 徒 に と って身 近 な話 題 は何 な のか 、 教 師 は

常 に探 り、 授 業 に取 り入 れ る こ とが 必 要 で あ る。 具 体 的 に は、 学 校 生 活 、 友 達 や 先 生 の

こ と・ ス ポ ー ツや 音 楽 、 テ レ ビ番 組 な どが 考 え られ る。 ま た、2年 生 と して は、 生 徒 が

自分 の意 見 を述 べ た くな る よ うな、 社 会 問 題 や環 境 問 題 な ど も話 題 に取 り入 れ る。

イ 気 軽 に コ ミュニ ケ ー シ ョ ンで き る場 を継 続 的 に作 る

・ 授 業 の 中 で 固定 せ ず に、 い ろ い ろ な活 動 の場 を 毎 時 間 作 って い く。

・ 自分 の体 験 に基 づ くこ とや 自分 の 意 見 な どを 表 現 す る機 会 を与 え る
。

・ 他 の人 の言 った こ とを よ く聞 き
、返 事 や 質 問 を させ る。

・ 既 習 の言 語 材 料 も用 い るが、 英 語 にで きな い、 わ か らな い表 現 に は、 日本 語 の使 用

も認 め る。

ウ 評 価

・ 間 違 いを 指 摘 す る こ とばか りに な らな い よ う
、 ほあ た り、 認 あ た りす る。

・ 教 師 が 行 な う評 価 以 外 に も
、 生 徒 同士 の評 価 も取 り入 れ る。

② 成 果

ア 身 近 な題 材 を用 い る こ と に よ り、 英 語 に対 す る抵 抗 感 ・違 和 感 が少 しず っ 薄 れ、 英 語

で 表 現 す る こ との楽 しさが で て きた 。

イ 日本 語 の使 用 を認 め た こ とに よ り、 英 語 に対 して苦 手 意 識 の 強 い生 徒 で も、 なん とか

自分 な りの英 語 で 表 現 して み よ う と い う意 欲 が で て きた。

ウ ほめ る機 会 を多 くす る こ とに よ って 、教 室 内 の 緊 張 感 が な くな り、 な ごや か な雰 囲 気

が作 れ た。

(3)課 題

ア 自分 の体 験 に基 づ くこ と は、 少 しず っ表 現 で き る よ う にな って きて い る が、 日本 語 で

さえ 、 自分 の意 見 を は っ き り言 う こ とが苦 手 な生 徒 が 多 く、 英 語 に な か な か な らな い。

イ コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活動 に時 間 が か か りす ぎて、 活 動 で 用 い た こ と を そ の場 で ま とめ

て い く時 間 が不 足 しが ちで あ る。

ウ 生 徒 が 間違 い を気 に した り、 日本 語 の使 用 に抵 抗 感 が あ って、 教 師 にす ぐ頼 り、 わ か

らな い単 語 を教 え て も らお う とす る こ とが あ る。

工 教 師 か らの評 価 、 生 徒 同士 の 評 価 の ど ち らに して も、 マ ンネ リ化 して しま う
。 評 価 に

っ い て は・ 自 己評 価 も含 め て、 さ ら に効 果 的 な 評 価 の仕 方 を考 え て い く必 要 が あ る。
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第3学 年 分 科 会

1研 究 の ね らい

第3学 年 分 科 会 で は、 「言 語 の理 解 、 運 用 能 力 は、 実 際 に言 語 を使 う こ と に よ って 伸 長 す

る。」 と考 え、 主題 達 成 の ため に、 実 際 に授 業 を 行 い、 そ の 成 果 を測 定 し、 仮 説 が は た して

主 題 達 成 の た め に有 効 で あ るか を 検証 して い くこ とが 、 この 研 究 の ね らいで あ る。

仮 説 に基 づ く授 業 を行 うに際 して、 次 の点 に 留 意 す る こ と と した。

(1)授 業 の中 に明 る い雰 囲 気 を作 って い く。

遠 足 、 修 学 旅 行 、 運 動 会 、文 化 祭 な どの学 校生 活 の 話題 の 他 に、 ス ポ ー ッや テ レ ビ番 組

な ど の身 近 な話 題 を取 り上 げ、 授 業 を親 しみ や す い もの に して い く。

② 内 容 に対 す る興 味 ・関 心 を高 あ るた め に、 トッ プ ダ ウ ン方 式 を取 り入 れ た授 業 展 開 を 心

掛 け る。

ま と ま った 内容 を理 解 す る力 を っ け るた あ に も、 トップ ダ ウ ン方式 の 授 業 を 多 く して い

く。

(3>生 徒 の情 意 面 の 評価 を積 極 的 に 生 か して い く。

「ほ め る」 こ とで 、生 徒 の積 極 性 を 喚起 し、英 語 を使 用 す る上 で 、 間 違 い を恐 れ な い姿

勢 を作 って い く。

「そ の場 で ほ め る」 こ とを教 師 の基 本姿 勢 と して 、 評 価 の 方 法 を 工 夫 して い く。

研 究 授 業 を通 して 、 各人 の工 夫 点 を 検証 し、 生 徒 が 身近 な 教 材 と感 じ、 英 語 で積 極 的 に

コ ミ蕊 ニ ケ ー シ 豫 ンを す る態 度 を 育成 す る ため の授業 の 確 立 を 目指 す 。
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2具 体 的工夫点

生 徒 を意 欲 的 に学 習 に取 り組 む よ う に動機 づ け る に は、 まず 授 業 を行 う前 の環 境 づ く りが

必 要 で あ る。 そ して、 下 記 の 内容 を踏 まえ 、生 徒 が の びの び と意 欲 的 に コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

活 動 に取 り組 む よ うに させ る こ とを 目標 と した。

(1)身 近 な題 材 を 用 い る

○ 学 校生 活 ・テ レ ビ番 組 ・環 境 問 題 ・社 会 問題 な ど

○ 生 徒 個 々 に よ って 、 興 味 ・関 心 の違 いが あ るの で、 様 々 な こ と に 触 れ る必 要 もあ る。

(2)評 価 の工夫

ア 教 師によ る評価

イ 相互評価

ウ 自己評価

○ 授 業 の 中 で タ イ ム リー に賞 賛 、 激 励 す る。

○ ス ピ ー チを 実施 した後 な ど、 ハ ン コ、 シー ル等 を使 用 して 、 生

徒 に達 成 感 を もた せ る。

○ 活 動 に使 用 した ワ ー ク シ ー トに教 師 か ら コメ ン トを与 え る。

○ グル ー プや個 人 で 発 表 を行 っ た際 、 内 容 や声 の大 き さな ど にっ

いて 、 お互 い に評 価 を しあ う。

○ 各 自 でReadingを 行 な い、声 の大 き さ、 イ ン トネ ー シ ョ ン、 意

欲 等 につ い て、 自 己評 価 カ ー ドに 記 入 した り、暗 唱 カ ー ドを使 い、

自分 の発 表 や 表 現 に っ い て どの くら いで きた か をチ ェ ックさせ る。

〈教 師の基本姿勢〉

○ コ ミュニケー シ ョン活動 に取 り組 もうとす る積極的 な態度 を特 に評 価す る。

○一人一人 の生徒 の能力 を伸ばす ための評価 をす る。

O細 か い間違 いや文法 ミスな どにこだわ らず、良 いと ころを見 っけ積極 的 にほめる。

○生徒 の情意面 の評価 も積極 的に生 かす。

(3)気 軽 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンで き る場 の設 定

○授 業 の 中 で 、 あ らゆ る 「機 会 」 「時 間 」 を使 って、 英 語 を使 わ せ る。

○ 形 態 と して は、 個 人 、 ペ ア、 グル ー プ な どが あ る。

(4)第 三 学 年 と い う時期 を 十 分 に考 え なが ら、4技 能(聞 く ・話 す ・読 む ・書 く)の バ ラ ン

スを考 え た 指導 を す る。

⑤ 全 体 か ら個 へ とい う学 習 を進 め るた め に、 トップ ダ ウ ン方 式 を取 り入 れ て い く。
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3事 例

(1)単 元 名COLUMBUSENGLISHCOURSE3(光 村 図 書)

Unit6Judy's"New"Apartment

(2)指 導 計 画 第1時:本 課 全 体 の要 点 の把 握 、新 出単 語 ・連語 の 意 味 調 べ

【本 時 】 第2時:Sectionlの 内容 理 解 ・音 読

関 係 代 名 詞 を使 った言 語 活 動(グ ル ー プ活動 〉

第3時:Section2の 内容 理 解 ・音読

関係 代 名 詞 を使 った言 語 活 動(自 作BINGO)

第4時:Section3の 内容 理解 ・音読

練 習 問題(pp.48～49)

関係 代 名 詞 の 主格 と 目的 格 の違 い ・目的 格 の省 略 の理 解

第5時:環 境 問 題 につ いて の 意 見 交 換

関係 代 名 詞 に関 す る入 試 問 題 の学 習

(3)本 時 の指 導 目標

・Section1の 内 容理 解 と音 読

・既 習 の 関係 代 名詞 の 用 法 の 確 認(thatお よ びwhichの 主 格 と 目的格 、whoの 主 格)

・関 係代 名詞 の 定 着 を図 る た め の言 語 活 動(4人 グル ー プ で の活 動)

(41本 時 の 評価

・は っ き りと した 音 声 で ロ頭 練 習(音 読 を含 む)が で きた か。

・グ ル ー プ内 で 協 力 しなが ら、 意 欲 的 に活 動 で きた か。

・関 係 代 名 詞 を 使 った英 文 を し っか り と暗 記 し、 話 せ た か。

㈲ 本 時 の指 導 計 画

指 導 過 程 教 師 の 指 導 生 徒 の 活 動 指導上の留意点

1 あ い さつ あ い さつ ・あ い さ っ

5 前課の本文 音読指導 ・CDと 同時に音読する しっか り と声 を出 し

復 の音読練習 ・自分 の ペ ー ス で音 読 す る て練習させる。

8 速読練習 速読指導 〔※別掲1〕

①pre-reading活 動 と して 、 英 語 ・質問に英語で答える なるべ く英語で表現

で質問する させ る。

習
②速読と答えの記入の指示 ・すばやく英文を読み、答えを記

入する

③生徒を指名、答え合わせ ・答えを発表する

8 関係代名詞 ① ワ ー ク シー トの配 布

の用法の確 〔※別掲2〕
導

認 ②英文を読み上げ、答えを記入さ ・英文を聞いて、答えを記入する

せる(PART1)

③生徒を指名、答え合わせ ・答えを発表する

入
④適語を記入させ る(PART2) ・英文を読んで、適語を記入する

⑤生徒を指名、答え合わせ ・答えを発表する
…
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⑥同様の方法で、PART3～4

を進める

⑦英文を2つ 選んで、発音指導 ・英文の発音練習
板書をせず、英文を

(全体 ・個人) 暗 記 させ る。

⑧基本的な用法 について質問する ・質 問 に答 え る

・関係代名詞 は 「ある語の説明

が あ とに続 く」 とい う しる し

・先 行 詞 が人 の場 合 はwho、 物

の場 合 はwhich

・thatは どん な場 合 で も可

15 言語活動 ※活動の内容 ・手順

展
①4人 グル ー プ を作 る。

② 封 筒1〔 カ ー ドA:※ 別掲3〕 の カ ー ドを 、1人3枚 ずつ配 る。

③ 「ス ター ト」 の合 図 で、 生 徒1が 教室 の前 方 に あ る圭摘2〔 カー

ドB:※ 別 掲4〕 か ら1枚 を選 び、 暗記 す る。

④ グループに戻 り、暗記 した英語を他の生徒に伝え、手元のカー グループ内で協力 し
開 ドか ら適当なものを協力 して選び、英文を完成する。 て い るか 。

①
⑤生徒1が 完成 した英文を暗記 し、教師のチェックを受ける。 は っき りと自信 を もっ

⑥ 合 格 した ら、 生 徒2と 交 替 。 同様 の手 順 で、 「ス トッ プ」 の 合 て 発 音 して い るか 。

図があるまで活動を続ける。

12 本文の要点 ① オ ー ラル イ ン タラ ク シ ョ ン ・本文の要点を聞き取る

の理解 (ピ ク チ ャー ヵ 一 ドを提 示) ・質問に答える

②開本させ、CDを 聞かせる ・本文を見ながらCDを 聞 く

展
③重要単語、表現にっいて質問 ・質問に答える

・現在完了(1行 目)

・1eft(1行 目 、13行 目)の 意

味

・Youmustbejoking!の 意 味

音読練習 音読指導 ・CDに っいて新出単語の練習

開
・CDに っ い て1行 ずっ 練 習 ス ピ ー ド、 リ ズ ム に

・CDに つ いて 登 場 人 物 の セ リフ も留 意 す る。

②
ごとに練習

・各自で練習

・CDと 同時に練習

・ペ アで 練 習

・指名な し音読

1 宿題の提示 ノ ー ト整 理 ・ワ ー ク ブ ッ ク

ま
自己評価表 〔※別掲5〕 の記入 ・

と

め
提出の指示

あ い さつ あ い さっ ・あ い さ つ
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〔別 掲1〕Fun!Fun!Reading レベ ルC ト ピ ッ ク5"Karaoke"

〔別 掲2〕 ワ ー ク シ ー ト

【PART1】 職 業

(1)(2)

【PART2】 職 業

(3》Aisapersonwhomakesbreadand

cakestose1ユtheminashop.

(4)Aisapersonwhohelpsadoctor

andtakescareofsickpeoPle.

【PART3】 日 本 独 特 の も の

(5》(6)

【PART4】 日 本 独 特 の も の

(7)isasetofslidingdoorswhich

arecoveredwithpaperbetweenroomsina

house.

(8》isashortpoemwhichhas17

soundsin3parts.

〔別 掲3〕 封 筒1(カ ー ドAの 例 計12枚)

whichpeople Chinaspeak.

whichaユotofchildrenwatcheveryThursday。

〔別 掲4〕 封 筒2(カ ー ドBの 例 計12枚)

Shakespeare

language

apopularTVprogram

※参 考 図 書COLUMBUSActivity事 例 集
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4授 業 の考 察 ・成 果

(1)授 業 は英 語 中心 で進 あ、 口頭 表 現 の機 会 を増 や す

教 室 英 語 や言 語 活 動 だ け に と どま らず、 速 読 のpre-reading活 動 と して の英 問 英 答 や 教

科 書 本 文 の オ ー ラル イ ン タ ラ ク シ ョン等 、 授 業 の さ ま ざ まな場 面 に お いて 口頭 で 表 現 しあ

う こと を心 掛 け た。 「相手 に届 く十 分 な声 量 」 で 「相 手 に 内容 を伝 え よ う と努 力 す る態 度」

を 日常 的 に伸 ば して い け る良 い方 法 で あ る。

(2}コ ミュニ ヶ 一 シ ョン活 動 の継 続

日本 人 教 師単 独 の授 業 や外 国 人 講 師 とのTTに お いて コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 を積 み上

げ て きた結 果 、 本 時 の よ うなchallengingな 内容 の 活 動 に も積 極 的 に取 り組 ませ る こ とが で

きた。 適 切 なtaskが 設 定 され、 楽 し く活 動 す る こ とを 通 して 、 「言 語 材 料 の 理 解 や 定 着 を

確 実 に す る視 点 」 を常 に念 頭 に 置 くこ とが大 切 で あ る。

⑧ グル ー プ活 動 と生 徒 個 人 の 暗記 チ ェ ック

生 徒 同 士 で助 け合 い 、協 力 しあ う活 動 に よ って 、 リラ ッ クス した雰 囲 気 で学 習 を進 め る

こ とが で き た。 ま た、 ク ラ ス全体 の 前 で は緊 張 して しま う生 徒 で も、 教 師 との1対1の 場

面 で は、 自信 を もって 発 音 す る こ とが で きて い た。

(4>概 要 か ら細 部 へ

「まず 、概 要 を っ か む 」 ことか ら始 め る。 「読 む 」 「聞 く」 活 動 で 強 調 す る だ けで な く、

「話 す」 活 動 に お い て も、 大 切 な ポ イ ン トを相 手 に伝 え よ う とす る意 識 を も た せ る こ と に

もっ な が る。

※ 「別掲5」 生徒 の自己評価 の集計結果

① きちん と声 を出 して発音練習で きま したか

②協力 して グループ活動がで きま したか

③ グループ内で いちばん活躍 した人 は

④関係代名詞 を使 った英文 を暗記 で きま したか

5課 題

A(11名)

A(19名)

(省 略)

A(13名)B

B(15名)C(6名)

B(13名)C(0名)

(14名)C(5名)

(1)3年 生 の発 達 段 階 にふ さ わ しい 内容 ・方 法 を もっ コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 の 開 発

「練 習 用 に作 られ た情 報 の や り取 り」 の段 階 を越 え て 、 「身 の回 りの 事 実 」 を表 現 し、

さ らに 「自分 の考 え や意 見 等 」 を伝 え る こ と もで き る よ うな 活動 の 開 発 。

〈2>3年 間 の英 語 学 習 を ま とbる 観 点

学 習 中 の教 科 書 の 当該 ペ ー ジに関 す る もの だ け で な く、 既 習 の す べ て の言 語 材 料 を駆 使

して 表 現 しな が ら、 英 語 学 習 の総 復 習 が で き る 「系 統 的 」 で 「継 続 的 」 な活 動 の 開 発 。

(3)コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 の評 価

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 が 「楽 しさ」 「動 機 づ け」 「そ の場 限 り」 で 終 わ らず に、 英 語 の

運 用 能 力 が 向上 す る とい う事 実 が生 徒 自身 に実 感 され る よ うな評 価 方 法 の開 発 。 向上 的変

容 が 自覚 で き る自 己評 価 が、 生 徒 に と って一 番 の励 ま しに な る。

(4)扱 う題 材 の広 が り ・発 展

TV番 組 や学 校 生 活 等 の身 近 な題 材 か ら一 歩 踏 み 出 し、 環 境 ・平 和 等 の題 材 に も積 極 的

に触 れ させ 、 生 徒 に と って 「身 近 で あ るべ き題 材 」 の 幅 を広 げ、 発 展 させ る こ と。
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Vま とめと今後の課題

生徒がの びのびと意欲的 に コ ミュニケー ション活動 に取 り組む には、 どのよ うな指導 を継続

して いけば よいのか。 これが本研究の主題で ある。 その方策 と して、1)身 近 な題材 を用 い る

こと、2)評 価を工夫す る こと、3)生 徒が気軽 にコ ミュニケー ションで きる場 を設定 す るこ

と、 この三点を研究主題 に迫 る仮説 と し、学年 ごとに分科会 を設 けて研究 を進 あた。分科会 を

学年 ごとに したの は、学年 によって生徒 の発達段階 や知的好奇心 の度合 いが異 な るので、 同 じ

仮説 に対 して、各学年が どのよ うなアプ ローチをす る ことがで きるか を明確 に したか ったか ら

であ る。

第1学 年分科会で は、間違 いを気 にせず にコ ミュニケー ションで きる雰囲気作 りを土台 とし

て重視 した。1年 生の段階で複雑な内容 を伝え ることはか な り困難で ある。 そ こで、学校生活

や芸能 、 スポーッといった、誰 もが共通 の話題 と して言及で きる身近 な ものを対象 とした。 コ

ミュニ ケーシ ョンに対 す る生徒の意欲 は強 く、生徒 の興味 ・関心 を刺激す る題材 を提示す るこ

との効果 を認識 した。 教科書本文の一部 に対す る置 き換え作業 は、 この段階 の生徒 に自己表現

の楽 しさを感 じさせ る上で大変意義が あ った。評価 において は、生徒の努 力 した点 に注 目 し、

励 ます ことを第一 と した。

2年 生 にな ると、1年 生 に比べ言 語材料が急速 に増え、それ によ って表現 に多様性が生 まれ

コ ミュニケ ーシ ョン活 動 も活発 にな って くる。 だが、生徒 にとって は、複雑な形態 の英文 は難

解 さを感 じ、英語 で表 現す ることを尻込みす ることになって しまいが ちで あ る。 だか ら こそ、

自分 の感情 や意 見を表 現 してみたい という意欲 を起 こさせ るような話題作 りや場 の設定が毎時

間必要 にな って くると第2学 年分科会 で は考 えた。既 習の言語 材料を積 極的 に取 り入れ、生徒

が興 味を もってい るよ うな ことや生徒 の 日常生活 の中の出来事 な どを題材 に して活動 させ る こ

とで、英語 に対 す る抵抗感 が薄 れ、 のびのび と取 り組 む生徒 が多 くな った。 また、 ただ単 に言

語活動 を した とい うことに終 わ らせ るので はな く、生徒 の さ らな る意欲 向上 にっ なが る評価方

法 について今後 も考 えてい きたい。

第3学 年分科会 では、3年 生 と しての発達段 階に見合 った題 材 は何 かを考え、気軽 にコ ミュ

ニケー シ ョンす るとともに、生徒 の知 的好奇心 を満足 させ る活 動を模索 した。 生徒の興味を抱

く分野 は個人 によ ってかな り相違 があ り、題材 がで きるだ け多 岐 にわた るように した。 評価 に

関 しては一人一人 の生徒 の能力 を伸 ばす ことに着 眼 し、教 師によ る評価 、生 徒同士 による相互

評価、生徒 自身 によ る自己評価 を組 み合 わせなが ら授業 を行 った。 トップダウ ン方式 による教

科書指導 と、 それに培 われた英語力 を駆使 した言語活動 が継続 的 に行 われ ることの重要性を実

感 した。

本研究会 で はそれぞれの学年分科会 の視点 か ら主題 に取 り組 んだわ けだが、 どの学年が、 ど

のよ うな活動 をす るに して も、 明 るい雰囲気 の中で、間違 いに気 をとられることな く英語 を使 っ

てみ ることが最 も重要 な ファクターであ ることは共通 の認識 であ った。授業 実践を通 して この

ことの大切 さを再認識 した。各学年 の発達段階 に応 じて題材を選択 し、授業の中でいかにコ ミュ

ニケー シ ョンす る場 を与 え るかを教 師 は常 に考 えなければな らな い。学年 の進 行 にと もなって

英語嫌 いの生徒 が多 くな る現状 がある中で、英語 を学 ぶ ことの喜 びを生徒 が発見で きるよ うに、

継続的 な活動 を徹底 してい くことが今後 の課題 であ る。
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